
長寿医療研究開発費 2019年度 総括研究報告

基礎老年学研究拠点の育成· 強化(19-1)

加齢に伴う免疫機能低下の分子機構解明に関する基礎研究

主任研究者 丸山 光生 国立長寿医療研究センタ ー 副所長

研究要旨

本指定研究は国立長寿医療研究センタ ー(NCGG)における基礎から応用までの老化に関連し

た研究を集約、発展させ、世界水準の基礎老年学研究拠点として国内外で急速に展開し始めた

老年学研究への貢献をめざすものとして「a老化の機構に関する研究」を研究対象として推進

している。総括研究報告としては老化そのものを疾患と捉えることなく、2019年度はこれまで

の3年間の研究を引き継ぐ形で1老化の要因、II.老化レベルの定量化、 可視化を細胞、 組懺に

おける代謝機能、恒常性の維持を指標にした老化関連疾患の新規タ ーゲットやバイオマーカー

の探索を手掛けた。さらに、 感染予防や炎症予防を指標にしたIII.生理的な老化メカニズムの

解明を通して、老化やフレイルの分子機構の解明に挑んだ。基礎老年学研究拠点NCGGで行

う基礎老年学としての 2016年度からの基礎老年学研究拠点の形成期(~2018 年度の 3 年間）

に積み上げた基盤のもとに研究内容の成熟と社会実装研究の促進を最大限意識して、 以下の

研究内容を3本柱において時系列的に研究を推進した。
①老化の要因、 細胞老化、癌抑制、 サルコペニア等の分子機構解明に関する基礎老化研究
②加齢に伴う生体機能の変化とその虚弱（フレイル）、低下に関する個体老化の基礎老化研究
③実験モデル生物を用いた栄養、炎症制御を介する老化疾患の制圧につながる基礎老化研究
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A. 研究目的
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老化は時間経過に伴って不可逆的に進行し、 すべての細胞、 組織、臓器の恒常性と再生能力

の低下に付随した形態的・生理的な衰弱現象であるだけでなく、癌や心疾患、 動脈硬化性疾患

や代謝疾患、認知症等を含む様々な老化関連疾患の最大のリスクと捉えられている。すなわち、

一旦、疾患と切り分けて老化そのもののプロセスやメカニズムの解明やエビデンスを元に老化
















